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危
険
物
取
扱
者
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す

　
今
年
度
第
二
回
冒
の
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
及
び
丙
種
）
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

－
対
象
者

　
消
防
法
第
B
条
の
5
の
規
定
に
ょ
り

製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
に
お
い

て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危

険
物
取
扱
者
及
び
現
に
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
が
受
講
を
希

望
す
る
危
険
物
取
扱
者
と
す
る
。

2
日
時
及
び
場
所

九
月
の
休
日
救
急
医

九
月
七
H
㈹

千
手
診
療
所
刺
晒
呵

　
　
⑳
九
－
二
〇
三
四

上
村
病
院
田
中

　
　
⑳
二
一
二

一
四
日
㈹

水
沢
診
療
所
土
市
第
一
二

　
　
圃
八
4
二
〇
三
九

一
吾
㈹

敬
老
の
日

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
⑳
二
i
三
二
七
六

）

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
葡
二
－
二
五
八
一

三
日
G

津
南
病
院
大
割
野

　
　
⑳
五
土
圭
六
一

二
青
㈹

秋
分
の
日

山
田
医
院
　
袋
町
中

　
　
葡
二
⊥
二
七
四

二
倉
㈹

富
田
医
院
神
明
町

　
　
葡
二
上
二
二
六
九

　
10
月
2
、
3
日
　
新
潟
市
消
防
局

　
10
月
7
日
　
長
岡
自
治
会
館

　
10
月
9
日
　
上
越
市
商
工
会
議
所

各
会
場
と
も
午
前
9
時
よ
り
受
付
開
始

3
受
講
受
付
期
間

　
9
月
10
百
か
ら
各
会
場
の
講
習
日
の

10

日
前
ま
で
（
受
講
申
請
書
は
十
日
町

地
域
消
防
本
部
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

4
受
講
申
込
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町

　
　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係

5
講
習
手
数
料

　
一
六
〇
〇
円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

　
九
月
二
十
六
日
午
前
八
時
～
午
後
一

時
の
間
、
芋
川
、
倉
俣
、
重
地
、
下
山
、

清
田
山
、
田
代
で
作
業
の
た
め
停
電
し

ま
す
。

㎜
雛
…
蹴

▽
俳
句

清
津
峡
か
じ
か
哺
く
声
こ
だ
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

盆
草
に
ほ
お
づ
き
優
し
露
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
泉

今
が
し
あ
わ
せ
朝
顔
の
紺
蓼
の
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

今
生
の
想
ひ
か
雨
の
濃
あ
じ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
夫

昼
の
月
空
蝉
天
心
の
雲
の
か
る
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

奥
の
ベ
ッ
ト
の
一

駒
お
ど
け
癒
え
近

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

ね
ず
み
騒
ぐ
地
軸
を
占
く
か
た
む
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
　
子

炎
天
の
上
工
ま
な
ざ
し
涼
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ウ

萩
活
け
る
花
の
こ
ぼ
れ
を
気
に
し
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

鬼
や
ん
ま
水
の
源
渡
り
ゅ
く

　
　
0

中
里
文
芸
八
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

▽
短
歌

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と

　
　
　
初
め
て
呼
べ
た
孫
行
き
て

　
　
　
　
人
形
一
つ
残
り
ゐ
る
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

梅
雨
あ
け
て
安
ら
ぐ
形
に
脱
ぎ
て
あ
る

　
　
　
夫
の
山
着
と
あ
ぜ
道
に
逢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

ふ
た
た
び
は

　
　
お
と
な
う
こ
と
の
な
き
山
か

　
　
　
　
　
　
　
濃
霧
の
中
に
長
く

　
　
　
　
　
　
　
作
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

明
日
も
ま
た
試
合
の
あ
ら
む
五
口
子
想
い

　
　
　
み
ち
の
く
の
空
気
遺
ひ
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

山
の
田
の
稗
抜
き
終
え
て
た
た
づ
め
ば

　
　
　
　
夕
日
沈
ま
ん
故
郷
の
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
イ

　民間の賠償制度
　メーカーには消費
者に安全で良質な商
品を提供する責任が
あります。商品の欠
陥が原因で事故が起
きたとき被害者を救

済するために民間の
損害賠償制度があり（初日本玩具協舎
ます。

　　　　　　　　玩具安全マーク
　STマークつきの
　　　おもちゃ　合幅書号XOOOOOOO
　このマークは日本
玩具協会の安全基準に合格したおも
ちゃにつけられます。市販のおもち
ゃの90％についています。

おもちゃの欠陥でけがなどをしたと
きは最高1人1000万円の損害が賠償
されます。30万円までの見舞金制度
もあります。

・
翻

　HAP　lマーク
　　　っき商品
　日本健康治療器
工業会の安全基準
に合格した商品に

マークがついてい
ます。マークつき
商品の欠陥が原因
で人身事故が起き

1億円、被害者1
を限度とし財産に

は1事故500万円｛
が賠償されます。

事故が起きた時は1事故最高
、被害者1名につき2000万円
とし財産に損害を与えたとき

故500万円を限度として損害
されます。

人
生
往
来

◎
産
名

　
氏
　
名

南
雲
ゆ
か
り

鈴
木
沙
八
香

富
井
　
　
功

服
部
し
の
ぶ

◎太井高山
高島口橋本
砂淳豊　 瑠
　子美豊美

父
の
名

敏隆文慎正弘久清
夫巳一也栄明元信

部
落
芋
川
倉
俣

市
之
越

芋 ト．芋小田

畿
購
き
鎚
鷺

瀟
麟
ま
さ
鎖
薪

◎
昇
天
氏
名
　
　
年
令
　
部

吉
楽
　
謙
一
　
　
（
五
七
）
　
　
宮

桑
原
カ
ノ
（
九
。
）
西

太
島
久
美
子
　
　
　
（
八
）
　
　
芋

悪
質
な
電
話
は

　
　
　
　
や
め
て
下
さ
い

　
近
ご
ろ
田
沢
局
か
ら
一
一
九
番

日
町
地
域
消
防
本
部
）

話
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
、

沢山川出沢
　　　H　日

山町町崎

鰭㎜

鵬

沢方中落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
た
ず
ら
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
で
は
困

っ
て
い
ま
す
。
消
防
署
へ
の
い
た
ず
ら

電
話
は
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
か
け
な
い
で

下
さ
い
。

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。
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，＿．、．＿一．．＿一＿　し　　　　棚幅、楓麟函㈱制　　私たちの村
人　口 7，173（十18）

男 3，550（＋9）

朦 3，623（＋9）

世帯数 1，651（±0〉

一7月31日現在
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新潟県中魚沼君

中里村公民角

毎月　1回25日
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』

去る8月10日、村立養漁センターに
ミつり’堀ミがオープンしました。料金は餌

　　つきで1時間大人600円、子供300円。
　　　　お盆中は帰省客や夏休みの子供

　　　連れで大にぎわい。

　　50本用意した竿がたりずに、

　　ミ竿まちドの人がでるほど。

　オープンした日には、3時間で約25匹、

　　　　15Kも釣りあげた人がいたとか・
ぜひ一度あなたもでかけてみて下さい。

養漁センターに

つり堀オープン
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天
然

記
念
物

桂
の
大
杉
で
火
災

　
村
民
か
ら
神
木
と
し
て
親
し
ま
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
き
た
“
桂
の
大
杉
”
が

火
災
に
あ
う
と
い
う
思
わ
ぬ
事
故
が
発

生
し
た
。
八
月
二
十
六
日
午
前
一
時
半

頃
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
こ
の
火
災
を

発
見
、
消
防
団
が
出
て
消
火
作
業
に
あ

た
っ
た
が
約
八
百
年
以
上
の
樹
齢
を
経

た
大
杉
は
幹
や
大
き
な
枝
が
空
洞
化
し

て
い
る
た
め
、
火
が
木
の
内
．
部
に
つ
た

わ
っ
て
消
火
作
業
は
難
行
し
た
。

悌
子
を
か
け
て
木
に
登
り
、
切
り
落
と

し
た
枝
の
切
り
口
や
幹
の
穴
か
ら
木
の

内
部
に
放
水
す
る
と
い
う
作
業
を
続
け

た
が
、
発
見
か
ら
十
二
時
間
以
上
も
く

す
ぶ
り
続
け
昼
す
ぎ
に
よ
う
や
く
火
は

消
え
た
。
　
　
　
（
燃
え
る
大
杉
）

　
親
鶯
L
人
が
越
後
に
流
さ
れ
、
許
さ

れ
て
京
へ
帰
る
途
中
に
植
え
た
と
語
り

伝
え
ら
れ
る
こ
の
大
杉
は
昭
和
三
十
五

年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

も
の
で
、
当
時
周
囲
九
・
一
m
、
高
さ

約
十
五
m
、
樹
齢
約
八
百
年
と
い
う
全

国
で
も
珍
し
い
巨
木
と
さ
れ
て
い
た
。

　
火
災
原
因
は
、
前
日
中
学
生
が
遊
ん

で
い
た
爆
竹
の
火
が
木
に
燃
え
移
り
、

一
度
は
消
し
止
め
た
も
の
の
、
木
の
中

に
飛
び
火
し
て
い
た
も
の
が
燃
え
ひ
ろ

が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
千
谷
林
業
事

務
所
の
専
門
職
員
に
残
っ
た
木
を
見
て

も
ら
っ
た
り
、
県
と
も
協
議
を
し
て
今

後
の
対
策
を
き
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

燦

上
）

ご
協
力
下
さ
い

10

月
1
日
は
国
勢
調
査
で
す

　
来
た
る
十
月
一
日
全
国
い
っ
せ
い
に

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
最
も
基
本
と
な
る
国
の
調
査

で
す
の
で
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
と
く
に
今
回
の
調
査

に
は
重
要
な
特
色
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

n
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
そ
の

実
態
を
と
ら
え
、
高
齢
者
の
就
業
や
居

住
の
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
す
、

別
U
タ
ー
ン
、
J
タ
ー
ン
現
象
と
い
わ

れ
て
い
る
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
目

移
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

鋤
母
子
世
帯
、
老
人
世
帯
な
ど
社
会
福

祉
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

如
経
済
構
造
の
変
化
に
伴
う
職
業
、
産

業
別
人
口
の
分
布
、
変
化
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。

馴
国
際
連
合
の
す
す
め
で
世
界
各
国
が

参
加
す
る
コ
九
八
○
年
世
界
人
口
住

宅
セ
ン
サ
ス
計
画
」
の
一
環
と
し
て
行

う
国
際
的
に
も
重
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
。1
　
調
査
の
期
日

　
10
月
1
日
午
前
零
時
現
在

　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

2
　
調
査
の
対
象

　
国
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
」
と
い
う
の

は
、
10
月
1
日
現
在
そ
こ
に
既
に
3
ケ

月
以
上
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
最
近

移
っ
て
き
て
ま
だ
3
ケ
月
に
な
っ
て
い

な
い
が
10
月
1
日
前
後
を
通
じ
、
3
ケ

月
以
h
に
わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

3
　
調
査
票
の
配
付

　
9
月
30
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
調
査
員
が
配
付
し
ま
す
。

4
　
調
査
票
の
回
収

　
10
月
1
日
か
ら
5
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
調
査
員
が
回
収
し
ま
す
。

5
　
ど
の
様
に
利
用
さ
れ
る
か

　
①
都
道
府
県
市
町
村
議
会
の
議
員
定

数
②
市
と
な
る
た
め
の
要
件
③
政
令
指

定
都
市
と
な
る
た
め
の
要
件
’
④
議
会
の

常
任
委
員
会
の
数
⑤
都
道
府
県
の
部
局

設
置
基
準
⑥
地
方
税
の
均
等
割
の
税
率

⑦
地
方
交
付
税
の
配
付
基
準
⑧
過
疎
地

域
の
指
定
⑨
衆
議
院
議
員
の
選
挙
区
及

び
定
数
⑩
都
市
計
画
区
域
の
指
定
等
に

利
用
さ
れ
ま
す
。
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双
方
の
合
意
が
前
提

　
　
　
　
－
協
議
の
目
安
は
標
準
小
作
料

来
た
る
九
月
三
十
日
で
小
作
料
の
最
高
額
統
制
が

　
期
限
切
れ
を
迎
え
、
標
準
小
伶
料
制
度
に
移
行
し

　
　
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
内
容
と
予
想
さ
れ
る
問
題

　
　
　
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ノ
ρ
！
θ
ノ
o
ノ
σ
！
o
ノ
θ
ノ
ρ
！
ρ
！
θ
ノ
θ
！
θ
ノ
θ
ノ
o
！
o
ノ
σ

　
昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
“
標
準
小
作
料
制
度
”

が
設
け
ら
れ
、
こ
の
年
の
十
月
一
日
以

降
に
結
ば
れ
る
農
地
の
賃
貸
借
契
約
か

ら
は
、
農
業
委
員
会
の
定
め
る
標
準
料

を
目
安
と
し
て
、
貸
し
手
、
借
り
手
双

方
で
賃
貸
料
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
正
農
地
法
が
施

行
さ
れ
る
前
（
昭
和
四
十
五
年
九
月
三

十
日
以
前
）
に
締
結
ざ
れ
た
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て
は
、
十
年
間
の
経
過
措
置
と

し
て
五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
旧
統

制
小
作
料
が
適
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
残
存
小
作
地
（
農

地
解
放
に
よ
っ
て
は
解
放
さ
れ
ず
、
そ

の
ま
ま
旧
小
作
人
が
耕
作
し
て
い
る
小

作
地
）
等
に
適
用
さ
れ
て
い
た
小
作
料

の
最
高
額
統
制
が
、
こ
の
九
月
三
十
日

を
も
っ
て
期
限
切
れ
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
1
統
制
小
作
料
制
度
の

　
　
　
　
　
　
期
限
切
れ
を
迎
え
て
ー

　
で
は
、
新
し
く
標
準
小
作
料
制
度
に

移
行
す
る
と
は
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
農
地
法
で
は
、
賃
貸
料
（
小
作
料
の

額
）
は
あ
く
ま
で
貸
し
手
、
借
り
手
の

双
方
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
る
の
が
原

則
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
協
議
の
目
安

と
い
う
か
標
準
と
な
る
の
が
“
標
準
小

作
料
”
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
統
制
小
作
料
が

適
用
さ
れ
て
い
た
小
作
地
で
あ
っ
て
も

貸
し
手
、
借
り
手
双
方
が
こ
れ
ま
で
の

小
作
料
で
納
得
す
る
と
い
う
場
合
も
あ

り
得
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
社
会
通

念
的
に
は
標
準
小
作
料
水
準
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
又
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
な

い
、
小
作
人
に
譲
り
渡
す
場
合
や
逆
に

地
主
に
返
還
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
尚
、
国
で
は
小
作
人
が
小
作
地
を
取

得
す
る
場
合
、
公
庫
資
金
の
小
作
地
取

得
資
金
を
二
百
万
円
か
ら
七
百
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
先
の
国

会
で
農
地
関
連
三
法
が
成
立
し
た
こ
と
、

及
び
小
作
料
の
最
高
額
統
制
が
期
限
切

れ
を
迎
え
た
こ
と
で
、
一
部
に
「
残
存

小
作
地
が
な
く
な
る
（
自
由
に
引
き
」

げ
ら
れ
る
）
」
あ
る
い
は
「
小
作
料
が

自
動
的
に
標
準
小
作
料
に
引
き
」
げ
ら

れ
る
」
と
い
う
誤
解
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
貸
し
ヂ
、

借
り
手
双
方
で
十
分
に
話
し
合
う
事
が

必
．
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
五
レ
五
年
度
の
小
作
料
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
賃
貸
借
契
約
害
に
も

と
づ
い
た
小
作
料
（
統
制
小
作
料
）
と

な
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
地
元
農
業
委
員
又

は
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

福
祉
年
金
の
し
く
み

　
国
民
年
金
制
度
は
拠
出
制
の
年
金
が

中
鴨
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
拠
出
制
年

金
が
始
め
ら
れ
た
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
に
五
十
才
を
こ
え
た
人
（
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

は
加
入
し
て
も
保
険
料
を
掛
け
る
期
間

も
短
か
く
、
又
、
す
で
に
身
体
障
害
の

人
及
び
母
子
世
帯
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
事

故
に
あ
っ
て
お
り
、
保
険
料
を
掛
け
て

小作料の標準額
農士也の区分 ・j・作＊‘ゆ標準額 適　　　　用　　　　区　　　　域

田
　
の
　
部

1　級♪也 29．000円 開拓パイロット地区

2　級上也 26，000円
貝野及び由沢の平坦地区
程島以北の平坦地区、芋川、倉俣、重地
圃場整備地区

3　級土也 18。000円
東田尻以南の地区、倉俣、大原及び重地以南
土也ま或

4　級ま也 ‘0．000円 標高が高く収益の低い地域

畑
　
の
　
部

1　級土也 9。000円
田の2級地相当区域、及び土地条件も良く・
収益性の高い作物を栽培する場合

2　級ま也 6，000円
田の3級地相当地域、及び土地条件も良く、
比較的収益惟の高い作物を栽培する場合

3　級土也 3，000円
田の4級地相当区域、及び土地条件に劣り、
収益性の低い作物を栽培する場合

年
金
を
う
け
ち
と
い
う
わ
け
に
も
い
き

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て

は
保
険
料
を
掛
け
る
こ
と
な
く
全
額
国

の
負
担
に
よ
っ
て
年
金
を
支
給
し
よ
う

と
い
う
の
が
福
祉
年
金
で
す
。

　
従
っ
て
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
は
す
べ
て
国
民
年
金

や
他
の
被
用
者
年
金
制
度
に
加
人
し
、

保
険
料
を
納
め
な
い
限
り
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
十
才
前
に

身
体
障
害
に
な
っ
て
い
る
人
は
国
民
年

金
に
加
入
す
る
前
の
事
故
で
あ
る
た
め
、

拠
出
年
金
で
は
救
え
な
い
の
で
二
十
才

に
な
っ
た
時
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
・
ζ
の
福
祉
年
金
は
、
そ
の
費
用

の
全
額
が
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
る
年
金
で
あ
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
か
ら
効
果
的
に
福
祉
年
金
を
支

給
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
恩
給
や
厚

生
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
と
き
や
本

人
な
ど
に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
時

は
年
金
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
の
新
規
裁
定
は
来
年

の
四
月
一
日
以
降
な
く
な
り
ま
す
。

　
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

人
が
七
十
才
に
な
る
た
め
で
、
従
っ
て

来
年
四
月
一
日
以
降
は
保
険
料
を
収
め

た
人
だ
け
が
老
齢
年
金
を
受
給
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

○
山
崎
の
清
水
義
繁
さ
ん
よ
り
、
故
祖

母
重
野
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

○
芋
沢
の
大
島
巖
さ
ん
よ
り
、
交
通
事

故
で
死
亡
し
た
長
女
久
美
子
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
村
の
福
祉
協
議
会
に
五

万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
上
山
の
山
田
正
智
さ
ん
よ
り
、
村
の

福
祉
協
議
会
に
五
千
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。


